
第６７号 （４）し ず お か 市 政 新 報２０１５年３月３１日

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

生
活
と
健
康
を
守
る
会
が
市
教
育
委
員
会
に

対
し
、
制
度
の
拡
充
を
求
め
懇
談
し
、
党
市
議

団
も
同
席
し
ま
し
た
。

�
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
と
連
動
し
て

認
定
が
受
け
ら
れ
な
い
事
の
な
い
よ
う
対
応
す

る
こ
と

�
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
も
支
給
対
象
に
す
る
こ
と
、
な
ど
を

要
請
し
ま
し
た
。
制
度
受
給
者
は
８
％
と
他
政

令
市
と
比
較
し
て
も
低
く
、
ま
だ
制
度
周
知
や

て
い
ね
い
な
説
明
が
必
要
で
す
。

清
水
港
袖
師
に
天
然
ガ
ス
発
電
計
画

（
２
０
０
万
Ｋ
Ｗ
）

―
党
市
議
団
、
事
業
者
（
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
）

か
ら
聞
き
取
り
―

党
市
議
団
は
２
月
、
清
水
港
袖
師
に
東
燃
ゼ

ネ
ラ
ル
が
計
画
し
て
い
る
２
０
０
万
Ｋ
Ｗ
規
模

の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
火
力
発
電
所
の

概
要
を
、
事
業
者
か
ら
聞
き
取
り
ま
し
た
（
写

真
）。党

市
議
団
は
、
清
水
駅
や
住
宅
地
か
ら

５
０
０
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
建
設
予

定
地
が
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
特
別
防
災
地
区
内
で

あ
り
、
津
波
（
レ
ベ
ル
２
で
最
大
高
１１
メ
ー
ト

ル
）
や
液
状
化
危
険
度
大
な
ど
の
危
険
が
あ
る

こ
と
等
を
指
摘
し
ま
し
た
。

市
長
の
県
へ
の
意
見
書
で
も
、
環
境
影
響
の

低
減
と
、
巨
大
地
震
災
害
へ
の
万
全
の
対
策
を

求
め
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
・
介
護
保
険

制
度
は
大
幅
改
悪
！

介
護
保
険
料
は
、
４
月
か
ら
基
準
額
５
０
０

０
円
↓
５
２
６
７
円
に
値
上
げ
さ
れ
ま
す
。
介

護
保
険
制
度
は
、次
の
よ
う
に
変
え
ら
れ
ま
す
。

１
、要
支
援
認
定
者
は
介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ
、

市
町
村
の
事
業
へ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
積
極
的

に
活
用
し
た
「
地
域
支
援
事
業
」
に
移
さ
れ
ま

す
。
静
岡
市
は
、
２
年
後
Ｈ
２９
年
度
か
ら
本
格

的
に
始
め
ま
す
。

２
、介
護
報
酬
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
今
で
も
大
変
な
介
護
事
業
所
の
経

営
を
圧
迫
し
、
休
廃
業
・
倒
産
が
増
え
介
護
従

事
者
の
労
働
条
件
も
下
げ
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。

３
、
地
域
で
家
族
の
介
護
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
頑
張
っ
て
き
た
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
影

響
が
最
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

国
の
予
算
を
増
や
し
、
報
酬
引
き
下
げ
分
を

元
に
戻
し
、
基
本
報
酬
を
底
上
げ
さ
せ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

核
兵
器
廃
絶
に
関
す
る
意
見
書
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
る

静
岡
市
議
会
は
、３
月
２０
日
の
議
会
最
終
日
、

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
が
原
案
を
提
案
し

た
、『
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る

意
見
書
』
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

意
見
書
は
、『
こ
と
し
は
被
爆
７０
周
年
の
年

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
５
年
に
一
度
の
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
政

府
に
お
い
て
は
、
２
０
１
５
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
に
向
け
て
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
を
目
指
し

着
実
か
つ
現
実
的
な
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
世
界
の
恒
久
平
和
に
向
け
た
努
力
を
一
層

強
化
し
、
国
際
社
会
を
先
導
し
て
い
か
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
、
暮

ら
せ
な
い
」
と
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
た
国
保
料
の
引
き
下
げ
が

が
つ
い
に
実
現
し
ま
し
た
。
毎

年
取
り
組
ん
で
き
た
市
民
運
動

と
党
議
員
団
の
論
戦
が
実
り
ま

し
た
。

Ｈ
２４
年
度
大
幅
値
上
げ
以

降
、
毎
年
黒
字
を
続
け
、
国
保

基
金
に
は
６１
億
円
も
残
高
が
積

み
あ
が
り
ま
し
た
。
市
民
運
動

が
毎
年
請
願
署
名
に
取
り
組

み
、党
議
員
団
も
条
例
改
正
案
、

予
算
修
正
提
案
、
本
会
議
で
の

論
戦
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

自
民
、
新
政
会
、
公
明
な
ど
が

否
決
し
て
き
ま
し
た
。

国
保
基
金
６１
億
円
に
対
し
、

昨
年
１２
月
の
国
保
運
営
協
議
会

の
委
員
全
員
が
、
国
保
料
の
引

き
下
げ
を
主
張
し
、
当
初
１
人

当
た
り
２
５
０
０
円
の
引
き
下

げ
案
を
今
年
の
１
月
諮
問
に
は

５
３
８
１
円
に
ま
で
倍
増
さ
せ

ま
し
た
。

し
か
し
、
保
険
料
引
き
下
げ

と
セ
ッ
ト
で
、
一
般
会
計
か
ら

の
支
援
を
８
億
円
も
減
額
さ
せ

た
た
め
、
引
き
下
げ
額
は
不
十

分
で
す
。
党
議
員
団
は
、
Ｈ
２７

年
度
に
続
き
、
Ｈ
２８
年
度
も
連

続
引
き
下
げ
め
ざ
し
、
全
力
挙

げ
ま
す
。

●国保料引き下げ 一人当たり５，３８１円 ●放課後児童クラブ利用料減額

●中山間地振興条例制定 ●使用済み小型家電回収

Ｈ２７年度施策に
党議員団の提案実る

「静岡市政の検証（２０１４年版）」を
日本共産党静岡市議団が発行
党市議団はこのほど、田辺市政を市資料などをもとに検

証する小冊子（５７ページ）を発行しました。
市民の暮らしや地域経済の実態、ま

ちづくりの施策、市財政の特徴などを
分析するとともに、建設的な提案もあ
わせて掲載しています。
政務活動費を活用して作成しました

ので、党市議団控室に来ていただけれ
ばお渡しいたします。
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議 案

Ｈ２７年度
一般会計予算

介護保険制度
改悪

市立病院
独立行政法人化

教育委員会
制度改悪

子ども・子育て
支援新制度

Ｈ２７．２月、生産事業者からの聞き取り（ＬＮＧ）

Ｈ２７．３月、就学援助制度についての懇談会

駿河区
寺尾 昭議員

ＨＨ２２７７年年度度 市市民民団団体体とと力力をを合合わわせせ

市議団が国保当局に引き下げを要請

Ｈ２６．１２月 国保運協に市民団体が引き下げを要請

国国保保料料引引きき下下げげ実実るる！！！！

しずおか 市政新報

清水区
西谷ひろ子議員

清水区
内田りゅうすけ議員

葵区
鈴木せつ子議員

葵区
山本明久議員

Ｈ２６．１１月 議会へ国保料引き下げ署名を提出

Ｈ２６．１１月 本会議で引き下げ条例改正案を与党が否決
起立し、賛成する党議員団

日日本本共産党党静静岡市議団団
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西谷ひろ子議員

鈴木せつ子議員

山本 明久議員

内田りゅうすけ議員
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介
護
保
険
改
悪

国
の
言
い
分
に
追
従
、

答
弁
に
主
体
性
な
し

過
去
最
悪
の
制
度
と
い
わ
れ
る
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て
「
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
」
に
よ

る
介
護
保
険
事
業
所
に
与
え
る
影
響
を
質
問
し

ま
し
た
。

事
前
に
市
内
の
特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
訪
ね
、
聞
い
て
き
た
結
果
を
示
し
て
の
質

問
に
対
し
、「
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
、
安
倍

首
相
が
『
報
酬
を
下
げ
て
も
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
』
と
答
弁
し
て
い
る
の
で
、
妥
当

な
改
正
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
。「
市
内
の

事
業
所
の
実
態
を
つ
か
ん
で
い
る
の
か
」
の
質

問
に
は
、「
市
内
の
事
業
所
の
試
算
状
況
は
、

把
握
し
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
。「
市
内
の

事
業
者
の
実
態
調
査
も
せ
ず
、
国
の
言
い
分
だ

け
を
聞
く
の
で
は
、
地
方
自
治
体
の
役
割
が
果

た
せ
な
い
で
は
な
い
か
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

今
回
の
総
括
質
問
は
、
一
問
一
答
で
行
い
ま

し
た
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策

本
格
始
動
を

子
ど
も
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
で
将
来
が
左

右
さ
れ
な
い
こ
と
を
目
指
す
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
法
が
施
行
さ
れ
、
市
は
子
ど
も
の
貧
困
対

策
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
実
効
あ
る
施

策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
本
気
度
を
質

問
。具

体
策
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
軽
減
が
実
現
し
、
兄
弟
同
時
入
所
、
１
人
親

世
帯
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
学
校
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
を
５
人
か
ら
８
人
に
増
員
し
、
配
置
校
１６
校

に
拡
充
。
学
習
支
援
で
は
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
配
置
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
現
場
は
、
不
登
校
、
い
じ
め
、

学
力
テ
ス
ト
対
策
な
ど
、
教
師
は
多
量
の
事
務

を
抱
え
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
が
貧
困
対
策
の

新
た
な
重
責
を
担
う
に
は
、
総
合
的
に
対
応
で

き
る
体
制
作
り
が
必
要
で
す
。
全
庁
の
連
携
強

化
の
方
針
を
質
し
、
当
局
も
必
要
性
を
認
め
、

学
校
、
病
院
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係
課
、

市
民
団
体
と
の
連
携
強
化
を
進
め
る
と
答
え
ま

し
た
。

少
子
化
・
人
口
減
少
の
要
因
と

し
て
、
非
正
規
雇
用
・
低
賃
金

の
本
市
の
実
態
を
調
査
せ
よ

本
市
の
子
ど
も
を
産
む
世
代
人
口
は
今
い
る

世
代
が
市
内
に
留
ま
っ
た
と
し
て
も
、
１０
年
、

２０
年
、
３０
年
先
を
見
れ
ば
、
大
き
く
減
少
し
ま

す
（
表
�
）。

内
閣
府
の
調
査
で
は
、
２０
〜
３０
代
男
性
の
結

婚
に
つ
い
て
、
非
正
規
雇
用
が
正
規
雇
用
の
６

分
の
１
〜
５
分
の
１
、
年
収
３
０
０
万
円
未
満

で
は
、
４
分
の
１
〜
３
分
の
１
し
か
な
い
実
態

が
わ
か
り
ま
す
（
表
�
�
）。

同
調
査
で
は
ま
た
、
結
婚
希
望
者
が
行
政
に

求
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、１
位（
５５
・
４
％
）が

安
定
し
た
雇
用
機
会
の
提
供
、２
位（
４９
・
１
％
）

が
夫
婦
と
も
に
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環
境
の

充
実
、３
位（
４２
・
３
％
）が
結
婚
や
住

宅
に
対
す
る
資
金
貸
与
や
家
賃
補
助

な
ど
の
支
援
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

厚
労
省
調
査
で
は
、
静
岡
県
全
体

で
は
、
人
口
流
出
先
の
東
京
・
神
奈

川
・
愛
知
よ
り
最
低
賃
金
や
現
金
給

与
額
が
低
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
万
全
の
少

子
化
対
策
や
、
安
心
し
て
働
き
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
全
力
で
取
り
組

む
た
め
に
、
経
済
的
・
所
得
的
要
因

の
解
決
策
を
的
確
に
取
る
た
め
に

も
、
本
市
に
お
け
る
調
査
分
析
を
求

め
ま
し
た
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
計
画
に
つ
い
て

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
が
清
水
区
袖
師
町
に
２
０
０

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
計
画
を
し
て
い
る
が
、

建
設
予
定
地
は
Ｊ
Ｒ
清
水
駅
ま
で
約
５
０
０
メ

ー
ト
ル
と
ま
さ
に
中
心
市
街
地
で
あ
る
。市
は

経
済
波
及
効
果
だ
け
で
な
く
、市
民
の
安
心
・
安

全
、景
観
と
の
調
和
を
含
め
、市
と
し
て
事
業
が

市
民
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、総
合
的
に
検

討
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。企
画
局
長
は
答
弁

で
様
々
な
法
規
制
が
あ
り
、法
令
の
主
旨
に
即

し
て
、適
切
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。関
係
局
長

で
構
成
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
統
括

会
議
を
設
置
し
、庁
内
横
断
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
推
進
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

そ
の
他
、２
市
２
町
合
併
後
の
制
度
統
一
・
静

岡
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
・
清
水
病
院
の
診

療
科
目
の
現
状
に
つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
７０
周
年
、
広
島
・
長
崎

原
爆
投
下
７０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
静

岡
市
に
と
っ
て
は
、
静
清
合
併
１２
年
、

政
令
市
移
行
１０
年
に
な
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
が
昨
年
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
認
め
る
閣
議
決
定
を
行
い
、
今

開
か
れ
て
い
る
通
常
国
会
で
「
戦
争
立

法
」
を
通
そ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
静

岡
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
、
ま
た
、
こ
の
１０
年
間
の
市
政
を
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
か
は
、
今
後

の
市
政
運
営
の
方
向
を
決
め
る
基
本
に

な
り
ま
す
。

市
長
は
、
議
会
冒
頭
「
世
界
に
輝
く

静
岡
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
第
３
次

総
合
計
画
を
目
玉
に
し
た
市
政
方
針
を

示
し
ま
し
た
。
聞
こ
え
の
良
い
言
葉
が

並
ん
だ
方
針
で
す
が
、
非
正
規
低
賃
金

の
若
者
の
労
働
や
貧
困
の
拡
大
な
ど
今

置
か
れ
て
い
る
市
民
の
生
活
実
態
に
は

ま
っ
た
く
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

安
倍
内
閣
の
政
策
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
は
、
国
の

問
題
で
あ
り
市
と
し
て
の
見
解
は
示
せ

な
い
と
し
、
地
方
自
治
体
の
責
任
者
と

し
て
の
立
場
を
放
棄
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
は
、
こ
の
１０
年
間
、
市

と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
き

た
。
政
令
市
に
な
っ
て
県
を
介
在
す
る

こ
と
な
く
、
直
接
国
と
協
議
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
市
の
行
財
政
の
面
で
効
果

が
上
が
っ
た
と
強
調
し
ま
し
た
。
政
令

市
移
行
に
よ
り
、
市
民
生
活
が
ど
れ
だ

け
向
上
し
た
の
か
、
何
が
変
わ
っ
た
の

か
、市
民
に
は
ほ
と
ん
ど
実
感
が
な
く
、

市
長
と
の
「
意
識
の
ず
れ
」
は
明
ら
か

で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の
評
価
は
と
の
質

問
に
は
、
有
効
求
人
倍
率
が
上
が
っ
た

こ
と
を
あ
げ
、
地
域
経
済
活
性
化
に
期

待
で
き
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。市
長
は
、

今
進
め
て
い
る
地
方
創
生
は
、
上
か
ら

押
し
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地

域
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
で
進
め
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
と
評

価
し
ま
し
た
。
地
方
創
生
と
言
い
な
が

ら
、
リ
ニ
ア
で
三
大
都
市
圏
を
１
時
間

で
結
ぶ
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構
想
や
人
口

３
０
万
人
以
上
の
都
市
を
中
心
に
高
次

元
都
市
連
合
を
構
築
す
る
な
ど
、
人
口

の
一
極
集
中
を
益
々
強
め
る
こ
と
に
な

り
、
逆
行
も
甚
だ
し
い
も
の
で
す
。

在
園
者
の
利
用
者
負
担
は

変
わ
ら
な
い

静
岡
市
で
は
、
市
立
の
保
育
園
、
幼

稚
園
を
廃
止
し
て
山
間
地
を
除
き
全
て

認
定
子
ど
も
園
に
移
行
し
ま
す
。
し
か

し
、
関
係
者
か
ら
は
不
安
や
危
惧
の
声

が
噴
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
全
国

的
に
は
必
ず
し
も
進
ん
で
い
な
い
こ

と
、
市
内
の
私
立
園
で
も
移
行
に
た
め

ら
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
長
は
そ
の
理

由
を
、
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
の
せ
い

だ
と
し
、
今
後
中
長
期
的
に
待
機
児
の

ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
図
る
た
め
に
丁
寧

な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
と
の
考
え
を

示
し
ま
し
た
。
保
育
料
つ
い
て
は
激
変

緩
和
の
措
置
を
行
い
、
在
園
者
の
利
用

者
負
担
は
変
更
な
い
こ
と
を
明
言
し
ま

し
た
。

市
の
非
正
規
職
員
の
割
合
は

「
全
国
水
準
」

市
職
員
も
３
人
に
１
人
が
臨
時
・
非

常
勤
・
パ
ー
ト
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
お

り
例
外
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
低
賃
金
の

非
正
規
雇
用
が
結
婚
・
子
育
て
困
難
を

引
き
起
こ
し
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
少
子
化
の
原
因
を
市
が
つ

く
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。
仕
事
が
短
期
間
・
短
時
間

で
終
わ
る
臨
時
的
業
務
に
限
定
し
て
お

り
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
い
る
と

の
答
弁
で
し
た
が
、
実
態
は
か
け
離
れ

て
い
ま
す
。
定
員
管
理
計
画
で
大
幅
な

人
員
削
減
を
行
い
、
そ
れ
を
非
正
規
職

員
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
す
。
窓
口

で
市
民
の
苦
情
や
要
望
に
応
え
ら
れ
な

い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
議
団
は
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
、
要
求
前
進
の
た
め
全
力

を
あ
げ
ま
す
。

Ｈ
２７
年
度
予
算

国
い
い
な
り
市
政
に
反
対

介
護
保
険
改
悪
、病
院
独
法
化
、認
定
子
ど
も
園

Ｈ
２７
年
度
の
市
政
は
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
改

悪
な
ど「
安
倍
カ
ラ
ー
」の
国
民
不
在
の
政
治
の
も
と
、

市
民
負
担
増
、
人
口
減
な
ど
に
対
す
る
抜
本
的
対
策
が

な
い
ま
ま
、
第
３
次
総
合
計
画
に
突
き
進
も
う
と
し
て

い
ま
す
。
党
市
議
団
は
、
８９
議
案
の
う
ち
、
３０
議
案
に

反
対
し
、
西
谷
博
子
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

反
対
の
第
一
の
理
由
は
、
今
年
１０
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
は
、
国
民
に
１２
桁
の
番
号
を
つ

け
て
、
社
会
保
障
、
税
、
住
民
票
な
ど
一
体
的
に
管
理

す
る
仕
組
み
で
す
。
な
り
す
ま
し
や
個
人
情
報
の
漏
え

い
、
不
正
入
手
な
ど
危
険
や
不
安
を
伴
い
ま
す
。

第
２
は
、
介
護
保
険
制
度
改
悪
と
保
険
料
、
利
用
料

の
値
上
げ
で
す
。
介
護
現
場
も
不
安
が
渦
巻
き
、
こ
の

ま
ま
で
は
「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
に
突
き
進
み
ま

す
。第

３
は
、
市
立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
で
す
。
現

在
で
も
、
医
師
・
看
護
師
不
足
が
深
刻
で
す
が
、
徹
底

し
た
効
率
化
に
よ
る
採
算
最
優
先
の
運
営
で
、
不
採
算

医
療
の
切
り
捨
て
、
市
民
負
担
増
、
職
員
の
労
働
条
件

悪
化
の
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

第
４
は
、
教
育
委
員
会
制
度
改
悪
で
す
。
国
家
や
首

長
に
よ
る
教
育
へ
の
介
入
と
統
制
を
強
め
、
教
育
委
員

会
の
自
主
性
と
独
立
性
が
弱
め
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。第

５
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
伴
う
、

市
立
幼
稚
園
・
保
育
園
の
認
定
子
ど
も
園
移
行
で
す
。

地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
、
保
育
の
公
的
責
任
が
ど

う
な
る
の
か
、
全
国
的
に
心
配
の
目
で
、
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。

予
算
の
使
い
方
を
、
暮
ら
し
最
優
先
に
切
り
替
え
、

住
民
目
線
で
市
政
運
営
が
果
た
せ
る
よ
う
、
党
議
員
団

は
全
力
挙
げ
ま
す
。

① ２０１４．１２．３１「市の人口」からみて

４０歳

１０，７８２人
→例）３０年後の３０歳・４０歳の人口大幅減少
現在１８，７６９人から１１，３１８人へ－７，４５１人（－４０％）
〈内閣府「結婚・家族形成に関する調査」報告書
（Ｈ２３．３より抜粋）〉

（２，８６８人）

（６６２人）

３０歳

７，９８７人

２０代 男

９．３％

２６．５％

２９．４％

３５．３％

③ 年収別婚姻状況

（２０代２，１１５人、３０代２，１２２人）

２０代 男

２９．３％

５．６％

２０歳

６，９３５人

２０代 男

８．７％

２５．７％

３６．５％

３９．２％

② 雇用形態別婚姻状況

２０代 男

２５．５％

４．１％

１０歳

６，１１２人

３００万円未満

３００～４００万円未満

４００～５００万円未満

５００～６００万円未満

正規雇用

非正規雇用

０歳

５，２０６人

くく
らら
しし
・・
福福
祉祉
・・
防防
災災
・・
平平
和和
……

憲憲
法法
をを
市市
政政
にに
生生
かか
せせ

―
市
長
の
政
治
姿
勢
を
た
だ
す
―

日本共産党市議団

市民負担増、民営化やめ、「戦争立法」にノーといえる市政をもとめる市民負担増、民営化やめ、「戦争立法」にノーといえる市政をもとめる市民負担増、民営化やめ、「戦争立法」にノーといえる市政をもとめる市民負担増、民営化やめ、「戦争立法」にノーといえる市政をもとめる

寺尾 昭議員
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